
あなたの燃やしてよいごみ

何が多い？

見終わったチラシはリサイクルしましょう。

2026年７月

私たちは毎日、さまざまなごみを出しています。特に可燃
物の中には、まだまだ減らせるものがたくさんあります。

どうすればいいの？

その１ 分別を徹底する
→紙類を可燃物ではなく、資源物として分別する。

データでわかるごみ減量

市の調査では可燃物のうち、

雑紙 が 22.8％ も

含まれていました！

その２ リサイクルを推進する
→集団資源回収や店頭回収などを積極的に利用する。

その３ 紙の消費を減らす
→必要な時以外は印刷を控える、デジタル化を進める。

その４ 繰り返し使う
→裏紙をメモに使う、ＤＭや封筒を再利用する。

その５ 購入時に意識する
→簡易包装の商品を選ぶ、過剰な包装を避ける。

パトりゅう



ごみの組成調査

組成調査でごみの中身を調べることで、もっ
と効率的にごみを減らす方法を考えています。

種別 割合 排出量 減量方法

可
燃

生ごみ 22.3% 125.5g

水分を絞ると約20％減
電動生ごみ処理機で約80％減
コンポストで100％減

草木 17.1% 96.2g 天日干しで約50%減

繊維
くず

4.3% 24.2g 不要になった衣類はリユース

廃プラ 1.1% 6.2g 使い捨てスプーン（2ｇ）などを貰わない

その他 21.6% 121.5g
正しい分別による資源化、回収スポットの活用

ティッシュやキッチンペーパー等の紙類の節約

不燃物 3.3% 18.6g 正しい分別による資源化

資
源
物

ペット
ボトル

0.4% 2.3g 500mlの空ボトルが30ｇ
マイボトルで減量

容器包
装プラ

7.0% 39.4g レジ袋一枚7ｇ
マイバッグで減量

紙 22.8% 128.3g A4用紙一枚5ｇ
回収スポットを活用

● 一人一日当たりの排出量推計（R8.5実績）

分別の徹底で
リサイクル率

ＵＰ！

「郡山 ごみ減量 20％」
郡山市ごみ減量推進課
連絡先 024-924-2181

見終わったチラシはリサイクルしましょう。

※端数処理の関係で合計が合わない場合があります。


